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   院長通信 ～発熱・風邪外来：診療検査医療機関について～ 

新型コロナウイルスの蔓延に伴い、11月下旬より保健所を介さず、地域の医療機関で 

PCR検査・抗原検査が実施できる制度が始まります。新型コロナウイルスは、国の指定感染症であり、 

二類感染症に準ずるため、保健所の指示に従い医療機関が協力する形をとってきました。 

しかし、これからは風邪やインフルエンザが流行する季節です。全てを保健所主導で対応することは困難なので、 

ある一定の条件・基準を満たす医療機関で、新型コロナウイルスとインフルエンザを同時に診断できるようになります。 

どのような医療機関かと言うと、 

①発熱や風邪症状のある患者に対して別の診察室を使用 

②時間予約制 

③他の患者やスタッフと時間的・空間的に完全に動線を分けることができる環境 

これらの一定条件・基準を満たした医療機関です。 

大阪府では 164の病院と 759の診療所が認定を受けると報道がありました。 

残念ながら当院では、設備構造上、時間的・空間的隔離を厳密に確保することが不可能なため、 

今回の認定を見送る事になりました。 

したがって、新型コロナウイルスの診断・検査等はできませんのでご了承下さい。 

また、発熱や風邪症状で受診を希望される方は、必ず事前に電話でお問い合わせ下さい。 

発熱や風邪症状のない方は、今まで通り安心してご来院頂けます。必ずマスクを着用し、来院して下さいね。 

年末年始休診日のお知らせ 

月 火 水 木 金 土 日・祝

● ● ／ ● ● ● ／

● ● ／ ● ● ／ ／

大阪市天王寺区大道3-1-23EMAﾋﾞﾙ201 ℡06-6771-8025

(医)喜多岡医院

※受付は診療開始30分前からです

内科・小児科・胃腸内科・肛門外科

診療時間

9:00～12:30

16:00～18:30

すまいる 

スタッフ通信 

すっかり寒くなり、 

お鍋が食べたい季節になりました！ 

今年はコロナの影響で 

お家で過ごす時間が増えましたね。 

私はパン作りにハマっていて、 

自分で１からこねて作ります！！ 

無心で作れて時間があっという間に 

過ぎていくのでオススメです(笑) 

皆さん、何かオススメのお家時間対策 

ありますか？ 

事務 馬渕 

12/27(日)～1/4(月) 
は休診です。 

1/5(火) 
から平常通りの診察です。 



あなたの健康のために ～帯状疱疹(ヘルペス)について～ 

帯状疱疹(ヘルペス)は、体力や免疫力が低下した時に、体のどちらか半分だけに水ぶくれが出て酷い痛みを

伴います。主に 50歳以上の方に多く見られます。子どもの時に罹った水ぼうそうウイルスが 

脊髄神経の根部に何十年も潜んでいて、急に暴れ出すことが発病の原因です。 

発疹自体は 2～3週間でかさぶた（痂皮
か ひ

）になり治癒します。 

しかし、痛みで夜も寝にくかったり、年余にわたって神経痛が残ったりすることのある厄介なウイルス疾患です。

以前は一度罹ると再発しないと言われていましたが、実際は何度も再発することがあり、 

再発するたびに神経痛が酷くなることもわかってきました。 

予防のためには、ワクチンを接種することが有効です。 

認可されているワクチンは 2種類あり、 

①1回接種の生ワクチン  ②2回接種の不活化ワクチン です。 

不活化ワクチンの方が有効率が高く、効果の持続期間も長い事がわかっています。 

しかし、価格はかなり違います。 

50歳以上の方であれば、全ての方が対象ですので、接種希望の方は一度お問い合わせ下さい。 

(ちなみに院長は昨年接種しました。) 

胃腸のお話 ～潰瘍性大腸炎～ 

安部前総理が患っていることで知られている潰瘍性大腸炎は、 

腹痛・下痢・血便などの症状が特徴的な原因不明の炎症性腸疾患です。 

比較的若い年代での発病が多く、安部前総理も 10代から病気に悩まされていたそうです。 

難病指定されており、日本では令和 2年現在約 16万人が罹患しているといわれています。 

 内服薬の進歩により、仕事や生活に影響のない外来通院で治療できるようになりました。 

当院でも、軽症の方を中心に 15名前後の方が通院されています。 

しかし、過労やストレス、暴飲暴食などで、いつ重症化するかわからない難病であることに変わりありません。 

また、発病後 10年以上経過すると大腸癌の発生がみられるので、定期的に大腸内視鏡検査を受けることも 

欠かせません。ただ、もうひとつの代表的な炎症性腸疾患であるクローン病と違って、 

最終的に大腸全摘術をうければ潰瘍性大腸炎は完治します。 

安部前総理も 3度目の総理大臣を目指すのであれば、手術も受けたほうが良いのではないでしょうか？ 

 


